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令和２年まちづくり懇談会 顛末書 
 

開催日時 令和 2年 2月 20日（木）17:55 ～ 19:18 

会  場 田原高台生活館 

自治会名 桜丘自治会 

出 席 者 【町側】 

大野町長、本庄副町長、髙野教育長、坂総務部長、岩渕総務部参事監、 

米田住民福祉部長、渡辺健康生活部長、藤沢健康生活部参事監、 

酒井建設部長、木村農林水産部長、上田教育部長、渡辺医療介護対策室主幹、 

柴田企画課長、村岡企画課主幹 14人 

【自治会側】 

17人（男性 10人、女性 7人）のほか町議会議員 1人 

 
≪顛末内容≫ 

主   な   内   容 

開  会 柴田企画課長 17:55～ 

町長挨拶 大野町長 

 お晩でございます。 

 まちづくり懇談会は、1 月中旬から始まりこれまで 12 か所で実施し、静内地区

はここで 8か所目です。 

 年に一度皆さまとお合いして、皆さまの思っていることを感じながら実施して

きたところでございます。 

 今年はここで最後になると思いますが、ざっくばらんに意見交換させていただ

きたいと思いますのでよろしくお願いします。 

資料説明 
坂総務部長  

1.使用料・手数料の改定について 

藤沢健康生活部参事監 

2.介護サービス事業及び病院事業の経営改善に向けて 

渡辺健康生活部長 

3.出前講座のご案内 

質  疑 

自治会員Ａ 

 

酒井建設部長 

 

坂総務部長 

 

 

 

 

 

 下水道料金は上がるが、水道料とは別か。水道料は上がらないのか。 

 

 下水道料金は改定させていただきますが、水道料金については改正しません。 

 

 今回は、それぞれがどの程度かかっているのかコスト計算を行いました。水道

料金は現状で間に合っているため改定せず、下水道料金は処理をするためにかな

り大きな経費がかかっていますが、上昇率が大きくなるため 2 割で抑えさせてい

ただきました。 
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自治会員Ｂ 

 

 

 

 

自治会員Ｃ 

 

 

 

 

大野町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会員Ｂ 

 

 

 

大野町長 

 

 

 

 

 

 

 

自治会員Ｂ 

 

 

大野町長 

 

 

 

 

自治会員Ｃ 

 

 病院についてはいろいろな意見が出ていると思うが、老朽化が激しいため思い

切って廃止するものは廃止した方が良いと思う。今後若い方にいつまでも財政難

だということを言っていられない。自分たちの子どもや孫のためにも思い切った

英断をして健全経営を行ってほしい。 

 

 私も賛成です。新聞で三石地区の各自治会長が申し出をしているようですが、

高齢になると不安になることはわかりますが、健全なる財政を進めるためにどの

ようにしていかなければならないかということを頭において、大勢の意見も聞く

ことも必要だと思いますが、説得させられるようにしてほしい。 

 

 ありがとうございます。合併した町ということもあり、それぞれ皆さんの感情

や思いに温度差があります。強烈に個性を発揮して白黒させるやり方もあると思

いますが、時間をかけて少しでも我々の考え方に同調してくれる方を増やすこと

が重要であると考えます。合併して十数年経過しておりますので、その規模の中

で行政を運営していくことが重要だと思います。町が二つあったため、施設は全

部二つ持っています。人口が減っていくと余剰がでます。変化させていかないと

町の行政は成り立ちません。介護と病院は春からプロジェクトチームを立ち上げ

進めているところです。すぐに実施することは三石地区の皆さんの感情もありま

すので難しいですが、粘り強く説明しながら形にしていきたいと思います。 

 

 私は体調が悪くなっても苫小牧市の病院に行きます。医療技術が進歩していま

すし、三石地区の年配の方たちが病院を残せと言っているが、考えた方が良いの

ではないかと思う。 

 

 地方における病院の医療水準をどこまで保つかということは、札幌市と同じ医

療水準を保てません。近くの病院で検査をして大きい病院に行くように最低限の

機能を残さなければならないと思っています。三石国保病院に入院されている方

は、病院で医療を受けながらそこでしかいれない方が病床のウエイトを占めてい

ます。町内の方だけでなく他町の方も入院しています。病院の利用の現状をきち

んと理解していただいた中でどの水準の病院にしてどのような対応をするという

ことを説明していきたいと思います。 

 

 入院機能を継続すると食事や掃除などの体制を保たなければならないため、莫

大な赤字になる。 

 

 その点も踏まえて提案しております。三石地区の住民がこういうものが不安だ

ということがあると思います。そういう不安にはこういう対応を行いますという

ことを詰めていかなければならないと思います。そういう気持ちをお持ちの方の

ご意見も聞くことが大事だと思います。 

 

町立静内病院について、医師の講演会などで静内病院は循環器を主体とした病院

だとお話しをされていた。他の診療科は主体性がないという印象を受けた。地域
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大野町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の中で存続する病院はオールマイティーでなければならないのではないか。以前

に救急車で運ばれたときに町立病院に受け入れてもらえなかった。何等かの諸条

件があり受け入れられなかったのだと思うが、そういうことが多々あると聞いた。 

 

 他の対応をしていると受け入れられないため、日高徳洲会から町立病院に受け

入れてもらえないかというやり取りがあると聞いています。現在は夜間の受付は 2

つの病院で実施しておりますので、お互いやり取りして実施しています。どちら

も受け入れできないということは基本的には無いと思います。 

 循環器の件は、浦河赤十字病院にも循環器の専門科が無いため、町立静内病院

が管内的にはメインになっています。民間の病院がたくさんある中で、町立病院

が対抗することで診療化を設けることは必ずしも良いことでなないと考えていま

す。現実に民間で皮膚科や眼科が定着してくると、そこは民間にお任せして公的

病院は違う部分に特化するというやり方をします。総合的には内科も診れて、総

合診療を受けられるような医師がいれば良いのですが難しい状況です。医師確保

についても努力していきたいと思います。 

懇談テーマ 

坂総務部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①田原高台生活館の今後について 

 この施設だけでなく、町内の集会施設の統廃合の全般的なことを説明させてい

ただきます。 

 平成 29年の秋に町内の該当する全地域に職員が出向いて町の方針案について説

明をさせていただきました。町内全体の集会施設は 65施設あり、他の町に比べる

と 2 倍程度の数になっています。かつ、これらの施設は昭和 40 年代から 50 年代

に建設された施設が多く老朽度も増す中で、利用形態についても従前は生活館で

葬儀を執り行っていましたが、現在は、特に静内地区では、ほぼセレモニーホー

ルで行われていますので利用度も変わってきています。場所によっては年に数回

の利用という施設も多くなってきており、将来的に継続して維持運営していくの

は難しい状況であると判断しています。 

一方で、施設の統廃合には地域の理解が必要であるため、意見交換させてほしい

と説明したところであります。地域からいろいろな意見をいただきまして、内容

を精査して全ての地区の統廃合を短期間で行うことは難しいのですが、それらの

施設の中で民地を借りて建設しているものや老朽化が著しいものの緊急度を勘案

しながら重点地区としてここ 1、2年はその地域と協議を先行して進めてきました。

今年度は鳧舞地区で鳧舞生活館と鳧舞生活改善センター、美野和生活館の 3 つの

施設を 1 つの施設に統廃合します。令和 2 年度は本桐地区で本桐基幹集落センタ

ー、本桐生活館、本桐生活改善センターの 3 つの施設を統廃合します。今後も川

合・西川地区も両生活館を 1 つに、東別・西端地区の会館を 1 つにと、これらの

地域協議を先行して進めてきており、詳細はこれからになりますがある程度の地

域の合意もいただいてきたところです。 

 田原高台生活館の統廃合については、平成 29年秋に自治会役員に町の考え方を

説明させていただき、その後意見交換させていただいた折にも 3 つの生活館があ

り、町の案としましては田原高台生活館か桔梗新和生活館の一方を継続すること

で説明させていただいております。この地域との協議は具体的にしておりません。

自治会との協議も時間がかかると思いますし、先行して実施する地区がまだある
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米田住民福祉部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会員Ｂ 

 

 

本庄副町長 

 

自治会員Ｂ 

 

本庄副町長 

 

 

 

 

ため、すぐの実施にはならないと考えております。それまでの間に自治会との意

見交換もさせていただきたいと思いますのでご理解をいただきたいと思います。 

 

②高台会館について 

 高台会館について、皆さんも疑問に思っていると思いますが、誰が所有者だろ

うということ調べましたのでお知らせしたいと思います。町の建物台帳や静内町

史から町で建てたものと確認することはできませんでした。わかったことは、昭

和 44年に旧静内町から当時の農林省から高台会館が建っていた土地と田原高台生

活館が建っている土地を購入したということです。昭和 51年に田原高台地区で季

節保育所を開設する際に町が田原高台生活館を新築するまでのおおよそ 7 年間、

高台会館で保育を実施していたことは間違いないようです。 

 名称について、生活館という名前の建物は国や道の補助金を財源として建設し

た建物ですが、会館や集会所という建物は、当時の自治会や実行組合など地域で

建てたものが静内地区も三石地区にも多数存在しています。 

 これらのことから地域で建てたものと推察することはできますが、誰が所有者

だというところまでは不明なままです。 

 今後、高台会館をどうするかという点でございますが、トタンが剥がれている

等状態が非常に悪く、道路を挟んで小学校があり通学する児童に危険を及ぼす可

能性があること、当時に経緯をご存知の方が亡くなられており地域で建てた建物

と決定することができず登記もしていないため所有者を特定できない状況である

こと、町有地に建っていることなどから町か自治会かという次元を超えていると

判断しておりますので、高台会館は危険回避を目的として町で解体撤去したいと

考えております。所有者が不明の建物ですから町が手を付けるには法的に必要な

手続きや予算についても対処したいと思っておりますので、時期についてはお任

せいただきたいと思います。自治会長と十分連絡を取りながら進めてまいりたい

と考えております。 

 なお、解体までの間は、トタンの飛散が考えられますので、応急措置を行い飛

ばないように危険防止対策を行いたいと考えます。皆さまにはご理解とご協力を

お願いします。 

 

 会館を建てたのは自治会で服部町長から 30万円をもらって建てた。私はわかっ

ているので誰もいないと言わないでほしい。 

 

 自治会で建てたものですか。 

 

 自治会で建てたが、お金が無くて町から 30万円もらったはずです。 

 

 自治会の建物なら自治会で解体してくれとなるので、登記も無いし、自助空き

家みたいなものだから、手続きをして所有者がいないことを確認して町で解体さ

せてもらいたいと思っています。それが一番迷惑がかからない方法ではないかと

いうことでお話しさせていただきました。 
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自治会員Ｄ 

 

 

坂総務部長 

 

自治会員Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

大野町長 

 

 

 

 

 

自治会員Ｂ 

 

 

柴田企画課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これまでの税金は誰が払っているのか。以前から田原高台自治会はあるので、

実際に誰が土地を管理して税金を払っていたのか。 

 

 税金はかかっていません。土地は町有地です。 

 

 国はアイヌ施策推進交付金で今年度は 10 億円、来年度は 20 億円の予算で、今

年度の予算で 2 億円程度余っている。町では専権事項もあると思うが、ここには

アイヌ協会の会員が 12人いる。三石の町の会員より多い。北海道で 5本の指に入

る専門家もいる。そこで専権事項の最後で良いのでこの生活館を改修してほしい。

ここは静内の街から 8 キロメートル、農屋まで 8 キロメートル程度の中心で、東

静内や新冠町までの中心になる。災害があったときなどに利用できるような施設

にしてできれば建て替えしてほしい。改修について予算を付けて国に申請するの

であれば、私もパイプがあるので連絡してほしい。 

 

アイヌ施策推進交付金は 5 か年計画を出しており、生活館の改修など先行して

協議を進めているところであります。いつになるか約束できませんが、補助金が

あるうちに改築できるものならしたいと思います。高台会館もかなり歴史的な建

物で何とか片付けたいと思います。解体してから所有者が出てきたら大変なこと

になりますから、きちんと法的な手続きを取りたいと思います。 

 

 ぜひ、お願いします。 

 

③ＪＲ日高線について 

 ＪＲ日高線が運休してから 5 年経過しました。当時は復旧を目指して取り組ん

できましたが、国も北海道も支援できない状況がありまして、2年ほど前からＪＲ

から今より便利にするのでバスにしませんかという意見をいただく中で、日高管

内 7町の町長会議で何度も議論を重ね昨年 11月にバス転換に向けて正式に協議す

ることになりました。これは廃線決定ではなく、こういうバス路線ができますと

いうものが地域として納得いくものであれば廃線に合意しますが、納得いくもの

でなければ元に戻る意味合いでの決定です。 

 現在、ＪＲ北海道とバス転換に向けての協議を始めておりますが、内容は大き

く分けてえりも町から苫小牧市行き、新千歳空港行き、札幌市行きの長距離路線

の直行便をきちんと完備していただくこと、バスはトイレ付きにしてほしい、車

椅子でも乗車できる支援をしてほしいなどの意見も整理した中で協議を進めてお

ります。直行便はえりも町から出発するため、多数のバス停に止まると目的地ま

で行くのに相当な時間を要しますので、各町 1、2か所に絞っていきたいと考えて

おりまして、当町では静内駅をバスターミナルとして使用し、三石駅周辺をバス

ターミナルとして改修し、その費用もＪＲに求めていきたいと考えております。 

また、町の中の足の確保も同時に考えておりまして、この地区では御園線が走っ

ていますが毎年相当な赤字が発生しています。静内地区では町内を走っている循

環線も赤字でありまして、道南バスはペガサス号を除きほとんどが赤字です。そ

れを続けていただくために毎年町から 1,500万円程度道南バスにお支払いをして、
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自治会員Ｅ 

 

柴田企画課長 

 

 

 

 

岩渕総務部参事監 

 

 

 

 

 

自治会員Ｄ 

 

 

岩渕総務部参事監 

 

本庄副町長 

 

 

 

自治会員Ａ 

 

 

柴田企画課長 

 

 

 

かつ、道南バスも一部赤字を背負って地域のために何とか続けている状況です。

このままでは立ち行かなくなることもあり、根本的な立て直しを図っていきたい

と考えております。詳細については具体的にお示しできる状況ではありませんが、

多くは病院、買い物に行きたいというニーズに対して、行く手段がないという状

況だけは避けていきたいと思います。そのためにどのような交通網が作れるのか

検討していきたいと思います。皆さんにお示しできる時期が来ると思いますが、

もしかしたら小さな不便が出るかもしれませんが、将来に渡り維持していける足

を確保していきたいと考えておりますのでよろしくお願い申し上げます。 

3月末を目途にＪＲと協議し、一定の結論を出していきたいと頑張っております

が、当町だけで決定できる状況ではなく、他の 6 町も廃線に合意しなければ決定

には至りませんので、見通しは厳しいところもありますが進めているところでご

ざいます。 

 

 存続することになると町が負担しなければならない。どの程度の額になるのか。 

 

 ＪＲ単独では維持できないと言われており、国が支援する路線が出されました

が、日高線は国が支援できない路線になっています。人がほとんど乗っていない

ので難しいと言われています。地元の負担やバス運賃も上昇した中でやっていく

しかないのです。 

 

 4年ほど前に示された額は 1年間で 16億 4,000万円です。それを 7町で等分す

るのか、鉄路の通っている 5 町で等分するのかということはあります。その前に

鉄路が波で壊れているため修繕するのに 100 億円を超えます。壊れた場所を修繕

してもまた壊れるので、内陸側に鉄路を設けると更に費用がかかります。修繕や

運行を維持することも相当な覚悟で取り組まなければなりません。 

 

 これまで同じことを繰り返しているのに、なぜ改善できなかったのか。自然状況も

把握できなかったということか。 

 

 今まで以上に破壊されたからです。想像がつかなかったからだと思います。 

 

 以前は砂浜があったから被害が少なかった。自然状況と言っているのは、波が沿岸

に寄ってきているためです。あのように下が削られて土砂が流失していくような被災

の仕方はこれまで無かった。 

 

 道南バスの御園線は、町も 1,500 万円の負担をしているが、大きなバスでなくても

良いのではないか。 

 

町内循環線も含めて何度も議論に出ています。しかし人件費は変わりませんし、根

本的な解決にならないこともあって、路線自体に必要性を問われる状況にあります。

町全体を見た中で本当に皆さんの足が確保されているのかということを再構築しなけ

ればならないと考えています。 
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 道南バスは簡単にやめてしまいます。昨年の 3 月に東静内線も廃止されました。三

石地区にも以前は走っていましたが、現在は走っていません。 

 

 そういう場合は前もって言ってもらえるのか。 

 

 前もって言ってくれないのです。 

 

 道南バスと連携を取っているのに、なぜ情報をいただけないのか。 

 

 わかりません。ルールがあれば良いのですがやめるときは突然です。 

 

 最もバスを使っているのは高校生です。高校生の通学はきちんとケアしていただき

たいと考えます。次に病院や買い物に行かれる方の足を確保したい。ただし、目先の

ことだけ見て将来続けていけないものを作っても意味がないので、持続していけるも

のを考えなければなりません。 

 

 農業高校へは町のバスを使っているが、道南バスが撤退したためか。 

 

 町からやめてほしいとお願いしました。この路線は農業高校生がほとんどで、定期

代が 1,700 万円程度であり、生徒を確保するため町が支援することとし、同じ町内で

高校へ行くために通学費に格差があったため、ＪＲの定期分は現金で給付しましたが、

バスはスクールバスを使うと 500 万円程度でできたため町直営にしました。道南バス

は赤字にならない路線であったため、失礼な話でありましたが町直営にさせていただ

きお断りしました。生徒や町の財政を考えると直営すべき路線でした。直営すること

によって、これまでより部活の時間に 1 本増便できていますので利便性が上がってい

ます。 

 

 冬になると日が暮れるのが早いため、真っ暗な中自転車で帰る生徒がいる。危険だ

と思う。 

 

 馬を扱っている生徒は朝 3 時くらいに自転車で行くのですが、それは対応できませ

ん。夕方はＪＲに乗り継ぐためにこれまで 16時が最終便でしたが、19時のバスが作れ

るようになりました。 

 

 町のバスも民営化になるという話を聞いたがどうなのか。 

 

 民営化というより業務委託として運転業務を委託します。令和 2 年度から国の法律

が変更になり、臨時や嘱託職員の制度が会計年度任用職員になります。民間で行って

いただけるものは民間にお願いして、民間の方に稼いでいただき、町に税金を納めて

いただく方が町の経済が動くためそのようにします。業務自体を町がやらないという

ことではありません。 
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本庄副町長 

 

 

 元々三石地区ではスクールバスを委託していましたが、静内地区は町で実施してい

ます。今回これを機会に手法を合わせて委託にしました 

意見交換 

自治会員Ｂ 

 

 

 

大野町長 

 

自治会員Ｅ 

 

 

 

 

 

酒井建設部長 

 

 

 

 

 

 

 

自治会員Ｄ 

 

 

酒井建設部長 

 

 

 

自治会員Ｃ 

 

 

渡辺健康生活部長 

 

 

 

自治会員Ｅ 

 

 

 

 新ひだか町は酒井町長時代に財政が悪化したが、大野町長に変わったので、町長は

勇気を持って新ひだか町を改革してください。道営競馬を黒字にした優秀な人材なの

で、ぜひ頑張ってください。 

 

 ありがとうございます。 

  

 町営住宅について、修繕して入居させることはできないのか。住宅を町の方へ下げ

たが、東北の震災のようなものが起きたら危険ではないか。高台に施設を作って入居

することは良いが、堤防付近の住宅なら津波がきたら飲み込まれてしまう。郡部の町

営住宅も整備してほしい。こちらの高台に施設を作れば避難場所にもなるので考えて

ほしい。 

 

 田原地区にも町営住宅があります。古くなって建て替える考え方もあります。町で

は全体で 1,400 戸程度を管理しており、人口が少なくなっている中で、柏台地区にお

いて少しずつ建て替を進めています。御園地区や農屋地区にも町営住宅はあります。

建物が古いので家賃も高くないため、入居者がいなくなったら取り壊す予定のものも

あります。町は建て替えや改修を行いますが、今後は 1,400戸を 1,000戸や 1,100 戸

程度にしていくことを考えています。町全体の戸数を検討している状況ですのでご理

解いただきたいと思います。 

 

 車を運転できない状況になって町営住宅にお願いした場合に入るところはあるの

か。 

 

 国の法律で公営住宅法があり、入居する場合は同じ建物でも収入や家族構成で家賃

が変わります。先般目名地区で民間の方に処分した例もあります。町が退去をお願い

しで協力いただいた場合は入居先を紹介することも可能です。 

 

 出前講座で徘徊者や認知症の講座がありますが、先日自宅前に徘徊者がきて保護し

た。警察にも連絡した。 

 

 徘徊者を保護された場合は、土日や夜も地域包括支援センターの職員が交代で連絡

を取れるようにしていますので、地域包括支援センターにご一報いただきたいと思い

ます。 

 

 先日小学校 6 年生の子どもが家を追い出されて、児童相談所で追い返されたことが

報道されていた。そういう場合は転送にならないのか。 
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渡辺健康生活部長 

 

 高齢者のみの対応になりますが、地域包括支援センターではそういうことは無いで

す。普段から援護が必要な方はこちらである程度確認しています。施設に入っている

方は民間事業者で工夫なさっていると思います。 

閉会挨拶 大野町長 

 本当にありがとうございました。 

 いろいろな課題がありますが、前向きに捉えながら一生懸命やっていきたいと思い

ます。これからも役場の業務にご尽力いただきますようよろしくお願い申し上げます。 

ありがとうございました。 

閉  会 19:18  終了 

 


